
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電柱も棒立ちとなり冬の朝   

上山美穂 

電柱はもともと棒立ちしてるんだから当たり前じゃん、なんて

言っちゃダメ。滑稽俳人たるもの、このナンセンスな可笑しさ

が分からなくっちゃ。 

 

 

 

表裏裏裏表落葉道  

小泉和子 

文字の一つ一つが一枚の葉っぱみたいで、自然をそのまま写

生して見せている。しかもちゃんと五七五のリズムである。一

切の無駄なし文句なし。 

芋掘りの園児コロコロバスを降り 

壽命秀次 

「コロコロバスを降り」としてこの後に掘り上げる芋の様子まで

予告して巧み。コロコロのオノマトペがよく効いて楽しく子ども

の可愛らしさも伝わる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼鏡掛け眼鏡を探すレノンの忌   

峰崎成規 

ジョン・レノンが久しぶりにこの世に現れたら、まずあの古臭い

眼鏡を探すに違いない。忌日の句はこんなふうに故人と共感

できるといいね。 

 

 

  

吉川正紀子 

花の時期の風は甘く柔らか。夏の風は湿って潮味。秋の風はと指

に吹かせて舐めてみたのだ。何事も体感して確認するのが詩人な

のである 

秋の風ひとさし指でなめてみる      

鈴虫の籠を振るなと言うたのに  

八塚一靑 

花の時期の風は甘く柔らか。夏の風は湿って潮味。秋の風は

と指に吹かせて舐めてみたのだ。何事も体感して確認するの

が詩人なのである 

裸木に防犯カメラ臍のごと  

大林和代 

葉が茂っている時には気付かなかったが、裸木になって丸見

えに。おや、まるで木の臍じゃないかとは楽しい発見。監視社

会には笑いの息抜きを。 

熱燗に決定女将の処方箋 

月城花風 

家族にも友人にも話せない事ってあるんだよ。むしろ家族、友

人だからこそ話せないこともね。うーん、分かるわ。これが効く

からお飲みなさい。 


